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方法:対象は健聴者 12人（男性 9例、女性 3例、平均年齢 35.5歳、右利き）。視聴覚刺激は、①視聴覚刺激
が一致しているもの、すなわち、音声/be/発話画像/be/ (aBe/vBe : Congruent)、②視聴覚刺激が不一致であるも
の、音声/be/発話画像/ge/ (aBe/vGe : Incongruent)、③発話画像なしのもの、モザイク画面(aBe/vN : Visual noise)
の 3条件を提示した。200チャネル、ヘルメット型脳磁計にて聴性誘発脳磁界(auditory evoked field: AEF)を測
定、解析し、P50m、N100mの潜時、振幅の変化の割合を検討した。 
 
結果：左右半球の P50m潜時、振幅は Visual noiseと比較し Congruentと Incongruentで有意に短縮、低下した。
左右半球のN100m潜時はVisual noiseと比較し Congruentと Incongruentで有意に短縮、低下した。振幅はVisual 
noiseと比較し Congruentと Incongruentで統計学的に有意差がなかった。左右半球の聴覚活動において有意な

















生じ、左半球（言語優位半球）優位の活動を生じている可能性がある。   
 
